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					このページは校正済みです

な友人がありまして[1]商業界の情況は、先づ略ぼ承知して居ます、汝が彼等に御面會を望れますならば、私は御紹介を致しませう。[2]


	至極結構です、今後私は御尋ねせねばならぬ事が有らうと存じます。



	↑ 
	至好的
	至ツテ入魂ナル



	↑ 
	給您
	汝ノ爲ニ






第二章

	汝此間、[1]今度は五六個月滯在しなけばならぬと言はれたではありませぬか、[2]何故（ナゼ）此樣に早く又御歸りになるのですか。[3]
	私はもとは永らく逗留しなければならぬといふ積りでしたが、[4]只だ此度私共の店から電報が參りまして、[5]緊要な事件の相談があるから急ぎ歸れとの事ですから、早く歸らなければならないのです。
	それでは、復た御來になるのは、何時になりますか。
	只今から確と言ふ[image: こと]は出來ませぬ、若し私が歸つて、只相談事を爲す計りならば、大抵秋の初には復た來ることになりませうが、[6]若も店で私を他の國へ派出する積であるならば、それはまあ來る事は出來ませぬ。
	私共は、矢張汝が早く又御
來（イデ）になることを望みます。[7]
	私も矢張、又來ることを望みますが、私の思わく通りになるかならぬかは分かりませぬ。[8]
	どうぞ、汝御忘れなく、御手紙を下さいませ。[9]



	↑ 
	上囘
	先般、過般



	↑ 
	這盪
	此度、此次



	↑ 
	怎麽
	何故
	這麽
	如此



	↑ 
	原
	モト



	↑ 
	皆因
	只………ノ爲ニ



	↑ 
	上秋
	初秋



	↑ 
	還是
	ヤハリ
	吩望
	希望
	趕緊的
	急イデ、急ニ



	↑ 
	由得我
	自分ノ思ヒ通リニ成ル



	↑ 
	想着
	忘レズニ






第三章

	御親類の方が株券を募つて鑛山を御開掘になる事は、[1]少しは目鼻が付きましたか。
	全く爲れは爲る程だめです。
	それは役所が許るしませぬか。[2]
	元來役所から開掘する人を募つたのです、何うして許さぬことがありませう。
	左樣でなければ、或は株式の募集が
難（ムヅカ）しいのですか。株も固より容易く募集は出來ませぬが、俳し只其の爲ばかりではないです、私が聞きましたには、彼等の彼の數人の重立つた人等が、[3]洋式で開掘しやうといふ者もあり、[4]舊式で開掘しやうと望む者もあつて、[5]意見が悉く一致しない、共故一時取極める事が出來ないのです。
	多分株券も
未（マダ）募らないのでせう。
	方法が
未（マダ）相談の調はないのに何うして株券を募れませうか。



	↑ 
	招
	募集
	股份
	株式



	↑ 
	准
	許可



	↑ 
	頭目
	頭分



	↑ 
	洋法
	新式



	↑ 
	土法
	舊式
	開採
	開掘






第四章












[image: ]

[image: ]

「https://ja.wikisource.org/w/index.php?title=Page:NDL869250_官話指南総訳_part1.pdf/4&oldid=215888」から取得


					カテゴリ: 	校正済




				

			
			
		

		
			

		 このページの最終更新日時は 2024年1月28日 (日) 04:36 です。
	テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスのもとで利用できます。追加の条件が適用される場合があります。詳細については利用規約を参照してください。



		プライバシー・ポリシー
	Wikisourceについて
	免責事項
	行動規範
	開発者
	統計
	Cookieに関する声明
	モバイルビュー



		[image: Wikimedia Foundation]
	[image: Powered by MediaWiki]





		

	
 

 

		
		

本文の横幅制限を有効化／無効化







